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 教室では胃潰瘍に対 して従来の ビルロー ト1法およ びE法による広範囲 胃切 除術にかわり,よ
 り生理的に胃内容が排出される幽門保存胃切除術を積極的に施行 している。 本術式では幽門輪よ
 り約 1.5㎝の幅で幽門洞部 が残存する が,これに よる胃液分泌への 影響については十分に解明さ
 れていない。 こと に残存する幽門洞粘膜が直接に刺激された場合のガス トリ ンを介する胃液分泌
 の経時的変化に 関する報告は未だみられない。 そこで,胃液分泌機序において胃相を良く反映す
 る Heidenhain胃嚢を用 い,一定の 食餌刺激後,経 時的に 胃液分泌を測定 し幽門保存胃切除術
 において残存した幽門洞粘膜即ち幽門腺が胃液分泌にいかなる影響をおよぼすかについて検討す
 る目的で 実験を行な つた。
研 究 方
法
 体 重1 6～24醇の雑種成犬6頭にHe idenhain 胃嚢を作成 し,約3～4週間後に 食餌刺激
 を行な い胃嚢からの胃液分泌を測定し,これを対照と した。 食餌刺激としては牛肝臓3009を
 煮て投与した。 採液は18時間絶食後1時間づつ5時間にわたり行ない,各犬5回づつ行なった。
 測定は胃液分泌量, 胃液酸度および 酸分泌量について行ない,胃液酸度は目動滴定装置を用いて,
 end point pH 7・0とし,1/10N苛性ソーダにて滴定した。つぎに,これら6頭について幽
 門保存胃切 除術を3頭に施行 し,これらを1群と し,残りの 3頭には幽門洞粘膜をすべて切除す
 る ビルロート1法による胃切除術を施行 しこれらを∬群と した。 そして,これらについて対照と
 同様に胃液分泌を測定 し比較検討 した。 なお,1,H群とも胃切 除の前後に レ線透視を行ない胃
 内容の通過状態を経時的に観察 した。 また,食餌刺激実験の終了後剖検を行ない吻合□の大きさ,
 胃粘 膜における病変の有無 および吻合部□側における幽門洞粘膜の残存の有無などについて検 索
 した。
             研究結果
 胃液分泌量に ついては対照で は刺激後は じめの1 時間に おける分泌量は 5.0士 1、 6薦(以 下単位
 は同 じ),ついで各1 時間のそれは 6. 5± 2.2, 6、8± 2.4, 6,3± 2.0, 3. 9± 1.7であり 5時間の
 総胃液分泌量は2 8. 3士 5.9であ つた。 これに対して1群ではそれぞれ 2・4士1.0, 3,5士2.0, 2.5
 士 1.2, 2・ 3士1.2, 1、 8士 1.2であ つた。 5時間の 総胃液分泌量は1 2・1士4.4 で あり,対照の4 2. 6%
 を示した。 同様にH群ではそれぞれ 1.1士0.9, 1・4士0・8, 1・ 2士 03,1・0士1・1,L3士 14 であった。
 5時 間の総胃液分泌量は 5,7士3.6であり,対照の2 0. 0% を示した。 また,対照および1群で は
 2、3時間にpeakを示したが,五群は経時的変化はみられなかった。 胃液酸度については刺激
 後5時間の各1時間における胃液酸度は対照ではそれぞれ9L2±1 9、6 mEq/君 (以下単位は同
 一 132 一
 じ),112・5±1 6.4,11 7. 3士1 6.6, 12 1.6士1 5,8,11 1.6士1 6.0 であり5時間の胃液酸度は
 11 3,5士1 4.4 であった。 これに対 して1群ではそれぞれ48.1士2 0.9,8 1. 6±2 5、9ン8 2、4±
 16・7,7 9.9±1 9.6,70. 1±2 1.4であった。 5時間の胃液酸度 は75.1±1 6・4 であり対照の
 6 6. 2%を示した。 皿群ではそれぞれ1 4,0±1 1.3,29.1士2 6.き,23.3±2 1.9,27・ 5±2 6、2,
 23.6士2 3.9と一様に減少し5時間の胃液酸度は2 8. 6±2 4.3 と対照の2 5. 2%を示 した。 また,
 経時的変化では対照 および1群では2、4時間に peak を示したが,H群では経 時的変化はみら
 れなかった。 酸分泌量については,対照では刺激後5時間の各1時間における酸分泌量はそれぞ
 れ 0、4 6士0.20 mEq (以下単位は同 じ), 0.7 5士0.32, 0.81士0.34, 0.77±0.30, 0.4 5±0.23
 であり5時間の総酸分泌量は 3.2 4±0.92であった。 これに対して1群ではそれぞれ 0、1 3±0.09,
 0.30±0.1g, 0、21±0.12, 0.1 5±0、08, 0.1 3± 0.10であった。 5時間の総酸分泌量は 位9 2±
 0.40であり対照の2 8、 3%を示 した。 皿群ではそれぞれ 0.01±0.01., 0、04±0.04, 0.01±
 0.01,0.0 2士0.04, 0.0 2士0、02であった。 5時間の総酸分泌量は 0.11±0.08 であり対照の
 3. 3% と著 しい減少を示した。 また,1群の 3頭中1頭において術後 3～4週間で は胃内容の停
 滞が認められ, 5時 間の 総胃液分泌量は2 1. 9士0.78 認,胃液酸度11 2.7±6.4 mE q/乙,総 酸分
 泌量は 2・47士0.13mEqと対照に近似し,対照のそれぞれ7 7.3%,9 9.395,7 6. 2らを示し
 た。 しかし,停滞は術後5週間には軽減した。
 また,剖検では各犬とも吻合□の狭窄は認められず, 胃粘膜には潰瘍な どの 病変も認め られな
 か つた。 さらに,組織学的検索でも吻合部口側には幽門洞粘膜の残存は認められなかった。
              結語
   幽門保存 胃切 除術におい て幽門輪 より約 L5απの 幅で 幽門洞粘膜を残した場 合, 胃相による 胃
  液分泌への 影響をみるため にイヌ6頭を用いてHe idenhain 胃嚢を作成 し, 食餌刺激後5時間
  にわたり経時的に胃液分泌を 観察 した。 そ して 幽門洞粘膜 が切 除されな い対照にくらべて,幽門
  輪より約 1,5㎝の幅で 幽門 洞粘膜を 残 した1群と,幽門洞粘膜をすべて切除した皿群とに分けて
  検討しつ ぎの結果を得た。
   1) 食餌刺激後5時間の総胃液分泌量は対照では283± 5・9磁であり,1群では12・1士4・4認,
 ・ 皿群では 5.7±3.6祀と対照のそれぞれ42・ 6%,2 0. 0%であった。 胃液酸度は対照では11 3・5±
  1 4.4 mE q/忽 であり, 1群では7 5.1士1 6.4 mE q/∠,皿 群で は28. 6±2 43 mEq/君 と対 照の
  それぞれ66. 2%,2 5. 2%であった。 総酸分泌量は対照では 3・2 4± 0.92mEqであり,1群では
  0、9 2± 0.40 mEq, 皿群では 0、11士 0、08mEqと対照のそれぞれ2 8. 3%, 3. 3% と著明・な 減少
  がみられた。 このように1群およびH群に おける 胃液分泌量,胃液酸度および酸分泌量は対照に
  くらべて,いずれも減少がみられた。 2) 食餌刺激後の経時的変化で は胃液分泌量,胃液酸度お
  よび酸分泌量ともに対照では2～4時間に peakを示す傾向がみられ準。 また, 1群ではそ斡ぞ
  れ対照と同様の傾向がみられたが,皿群では peakは認められなかった。 3) 1群において レ線
  透視で胃内容の停滞が認められた場合には,対照とほぼ同様の胃液分泌を示した。 4') 幽門保存
  胃切 除術に おいて, 胃相による胃液分泌は著明に減少し減酸効果の上では 満足すべきものと考え
  られる。 しかし, 胃内容の停滞をきたした場合には,残された幽門洞粘膜は胃相による胃液分泌
  刺激源と して,なお十分に作用することが示唆された。
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 審査結果の要旨
も
 東北大学医学部第一外科教室では, 胃潰瘍に対 しては従来の ビルロート工法および 皿法に よる
 広範囲胃切除術にかわる術式と して, より生理的に胃内容が排出される幽門保存胃切除術を積極
 的に施行 している。 本 術式は残胃の 運動機能ことに幽門 輪部の括約作用を温存する ことを目的と
 して考案され, はじめ て臨床に応用された術式である。 本術式では幽門輪より約 1.5 cm の幅で
 幽門洞部を残存するが, これによる胃液分泌への影響とい うことは極めて重大な問題である が,
 未 だ十分に解明さ れていな い。 ことに残存 した幽門洞粘膜が直接に刺激された場合のガストリン
 を介する 胃液分泌の変動に関する報 告は 未だみられな い。 そこで, 胃液分泌機序にかいて胃相を
 良く 反映する Heidenhain 胃嚢をイヌに作成 し, 一定の 食餌刺激後, 経時的に胃液分泌を測定
 し, 幽門保存胃切除術 において残存 した幽門 洞粘膜が 胃液 分泌にいかなる影響を およぼすかにつ
 いて 検討する 目的で実験 を行な っている。
 幽門洞粘膜が切除されない場合を対照と し, 幽門輪より約 1.5cm の幅で幽門洞粘膜を残 した
 ものを 1群,'幽門洞粘膜をすべて切除 したものを五群と して 比較検討 し, つ ぎのごとき結果 を得
 ている。
 1) 食餌刺激後5時間の総胃液分泌量は対照では 28・3± 5・9ml であ り, 1群ではその42・6%
 五群では 20.0%であった。 胃液酸度は対照では 11 3.5±14・4mEqμ であり, 1群ではそ
 の66・2%, 豆群では25・2%であった。 総酸分泌量は対照では 3・ 24± 0・92mEq であ り,
 1群ではその 28.3%, 互群では 3.3%であgた。
 2) 食餌刺激後の経時的変化では胃液分泌量, 胃液酸度む よび酸分泌量ともに対照では 2～ 4時
 問に peak を示す 傾向がみられた。 また, 1群ではそれぞれ対照と同様の傾向がみ られたが五
 群では peak は認められなかっ た。
 3) 1群 において レ線透視で 胃内容の停滞が認 め'られ た場合 には対照とほぼ同様の 胃液分泌を示
 した。
 4) 幽門保存胃切除術に沿いて,胃 相による胃液 分泌は 著明 に減少 し, 減酸 効果の上では満足すべき
 ものと考えられる。.しか し, 胃内容の停滞をきたした場合には, 残された幽門洞粘膜は 胃相による
 胃液 分泌刺激源と してなむ十分に作用することが示唆さ れ た。
 以上の 成績は胃液分泌機序における 幽門洞粘膜の意義に関 して 重要な知見を与えるとともに,
 幽門保存胃切除術の臨床的な 妥当性を裏付ける もので ある。 よって, 本論文は学位を授与するに
 値する ものと認める。
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